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戦艦大和 と共に出撃され,被 弾されました。「矢矧」という言葉は,降 旗先生の戦争体


























で す 。 ま た,1997年の 叙 勲 で は,「 勲 三 等 旭 口 巾褒 章 」・を,「 あ れ とれ 熟 慮 め上,素 直
に」 受 章 さ れ ま した。 喜 寿 を迎 えて ま す ます お元 気 で,ゼ ミ生 の訪 問 に時 間 を忘 れ て 歓
談 さ れ る楽 しさが,い つ まで も続 くよ うに 思 われ た帥01年,巾 の事 故 で 入 院 され た の を
きっか け に,病 院 で の不 慮 の 事 故 で 人事 不 省 に陥 られ,そ の ま ま意 識 を完 全 に戻 さ れ る
こ とな く,静 か に,そ の 真 摯 な 学究 と して の生 涯 を終 え られ ま した 。
降 旗 先 生 は,戦 後 い ち 〒・〈鮮営 学 研 究 の 意義 を認 め られ,企 業 の 主 体 的 ・実践 的 な環
樟 適 応 行 動 の 解 明 に一 身 を捧 げ られ ま した 。終 営 学 研 究 へ の 第tの,そ して 最 大 の 導線
は,J.A.Schumpet甑の 技 術 革新 論 と そ れ の 遂 行 者 と し て の企 業 者 職 能 論 で した。 資
本 主 義 企 業 の 存 在 意義 は そ の技 術 革 新 にあ り.企 業 者 の 革 新=創 造 的 破壊 活 動 こそ が,
資 本 主 義 を成功 裡 の うち に解 体 に導 く とい う もの で す 。 ア メ リ カに お け る大 企 業 とテ レ
ビお よ び蛍 光灯 の技 術 革新 の分 析 が,1955年の2論 文 と な って 結 実 し ま した 。
第2は,「 社 会一一.技術 シ ステ ム と して の組 織 」 とい う企 業 観 で す 。 降旗 先生 の研 究 歴 は,
日本 に お け る 経営 学 研 究 の 歴 史 そ の もの で もあ りま した 。Taylorの科 学 的 管 理 論 に始
ま って,人 間 関 係 論,そ してBamardへ と展 開 さ れ る学 界 の 歩 み そ の ま まに,Barnard
の翻 訳 に,「指 導 教 授 の 反 対 を 押 し切 っ て」 取 り組 まれ ま した。 しか し,Bamardの組
織 観 は あ くまで も社 会 シ ス テ ム と して の そ れ で あ り,技 術 シス テ ム,資 本 主義 企 業 の生
命 線 で あ る 「技 術 革 新 」 を正 面 か ら取 り上 げ る もの で は あ りませ んで した、,】963年の3
本 の 論 文 「ア メ リカ経 営 学 の.・動 向(1>(2)(3)」を通 して,F.E.EmeryやE.L.Trist
な どの タ ビス トック人 間関 係 研 究 所 にお け る社 会一 技 術 シス テ ム論 を,依 拠 す べ き組 織
像 と して.見出 され ま した 。 そ れ が,以 後 の 降旗 先 生 の組 織 観 を決 定 しま した 。
社 会 一 技 術 シ ス テ ム論 自体 は,当 初 どち ら と言 え ば,小 集 団 レベ ル の作 業 組 織 の研 究
で あ りま した。 しか し,そ の後 タビス トック人 間 関 係研 究 所 の メ ンバ ーは,自 分達 の方 法
的 基礎 を,生 命 を 環 境 との 動 的 相 互 作 用 に お い て 初 め て問 題 と したL.vonBer回anffy
のOpenSystem論に求 め る よ うに な りま す 。 降 旗 先 生 は,こ れ を作 業 組 織 で は な く企
業 体 全体 を分 析 す る た め の 「方 法 」 と して,組 織 行 動 や 組 織 過程 で は な く,組 織 構 造
そ の も の の 変 動 ・変 革 を 捉 え る 原 理 と考 え られ ま し た 。 言 い 換 え れ ば,組 織 過 程 の
homeostaticな均 衡 を問題 とす るBarnardの社 会 シス テ ム で は な く,技 術 革新 を も捉 え
う る社 会一 技 術 シス テ ム と して の組 織 の構 造 変 動 を捉 え る必 要性 を 指摘 さ れ ま し.た。 こ
れ が1970年か ら71年に か け て の2つ の 論 文 「経 営 管 理 にお け る シス テ ム概 念 の 変遷 につ




な組織 としての企業観が,降 旗先生の経営学研究の礎石 となりました。
第3に,以 ヒの組織観に基づいて,経営管理論 としての企業経営の中味を明らかにさ
れました。最初の著書 『株式会社繰営論』は,資 本主義企業の典型を,所有と経営の分
離 した大規模株式会社に求め,そ.こにおける株式.会社の性格,そ の制度的環境(競 争企
業,労 働組.合,.政府),および経営管理の体系(計 画,組 織,指 揮,統 制)が,経 営管














るための独自の学問領域として措定され,環 境諸要因(歴 史的 ・文化的環境,法律的環
境,.市場環境,利 害関係者集団 株主 ・従業員 ・労働組.合・取引関係 ・地域社会 ・政
府)と の関係が詳細に論じられ,最 後に,方法的基礎としてのシステム論の意味が明ら
かにされています。
晩年の降旗先生は,戦 略論、グロー.バル繰営等々の問題 を論 じられ1自 らの経営学原
理研究の内容をさらに.豊富にすべ く,努力を重ねられました。最後に 『大学生活物語
一 京都大学での幾星霜.』 を著され,経営学研究と日常生活 との関わ り合いを,
淡々とした筆致で,楽 しく,しか し冷静に,ま とめられました。
降旗先生の生涯は,真 筆な学究としてのそれであ り,丹念に本を読み,そ れを自分の
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枠組みに沿 って,的確に客観的にまとめられるという厳格なスタイルに貫かれていまし
た。奥様への深い愛,ゼ ミ生への慈愛と温かい叱責,学 問への厳 しい態度,恩 師との確
執,大 学への思慕,教 育への情熱,そ れらを呑み込んで,降旗先生は静かに逝かれまし
た。心よりご冥福をお祈 りいたします。
